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情 報 サ ロ ン

農業総合試験場

鮮赤紫色の「クルクマ愛知１号」を開発
１ はじめに

クルクマはショウガ科に属する球根植物で、花序の形と色が花ハスに似ていることから

その代用品として、また、日持ち性に優れる夏季の切り花として利用されています。

しかし、用途が「花ハスの代用品」に偏りすぎているため、新たな需要を獲得するため

には従来の品種とは異なった形質をもつ新品種を導入する必要がありました。

また、鉢花生産では５月上旬から晩秋まで出荷物が極端に少なくなる経営体系が多く、

この期間に出荷できる品目が望まれていました。

このような課題を解決するために、耐暑性がありコンパクトな草姿で多収性、鉢花適応

性をもつ「クルクマ愛知１号」を育成しました。

２ 育成経過

「クルクマ愛知１号」は極早生品種の「ピンクパール」を子房親に、短稈で花色が鮮明

な「チェンマイルージュ」を花粉親とする交雑の中から選抜された品種です。平成17年に

交配し、平成23年に形質の固定及び特性検定、現地試作、市場性評価を行い育成を完了し

ました。平成23年12月に種苗登録申請を行い、平成24年３月に出願公表されました。

３ 「クルクマ愛知１号」の特徴

下位ほう葉から上位ほう葉まで鮮明な赤紫色に発色します。ほう葉の形は円形で、現在

の主力品種「シャローム」よりも優しい花型をしています。茎はやや細い（4ｍｍ）もの

の、十分な硬さがあり横方向に活けても下垂しません。早生性で萌芽数が多く、秋季の切

り花形質も優れていて多収性です。鉢花生産にも向いており、３号ロングポットから６号

鉢までの生産に適しています。

４ おわりに

「クルクマ愛知１号」は本年より生産者による営利生産が開始されています。

写真１ 「クルクマ愛知１号」の切り花 写真２ 「クルクマ愛知１号」の鉢花



地域トピックス 

海部農林水産事務所 

クルクマの新品種「クルクマ愛知１号」をお楽しみに！ 

  

海部地域は鉢花や球根切花の生産が盛んで、海部苗木花卉生産組合連合会では、今年か

ら新たに、鉢花適応性のあるクルクマの新品種「クルクマ愛知１号」の試作に取り組んで

います。 

 クルクマは東南アジア原産、ショウガ科の植物です。全国的には切花の品種「シャロー

ム」が生産され、日持ち性が良く、お盆や彼岸向けの仏花として親しまれていますが、鉢

花適応性はありませんでした。 

平成２３年、切花だけでなく、鉢花としても生産できる新品種「クルクマ愛知１号」が

農業総合試験場で開発され、海部苗木花卉生産組合連合会では会員から試作希望者を募集

しました。 

平成２４年３月２８日（水）には、海部総合庁舎で

クルクマ新品種の試作希望者を対象に「クルクマ愛知

１号」の栽培説明会を開催し、クルクマ新品種を開発

した農業総合試験場の職員に、草丈の長さの調節方法

などのアドバイスを受けました。  

平成２４年４月４日（水）には、鉢花生産者８戸に             

対して球根の配布を開始しました。また、来年以降使       説明会風景 

用する球根を養成するため、球根切花の生産者１戸に対しても球根を配布し、併せて切花

の試作が行われています。 

さらに、平成２４年７月１０日（火）には栽培技術の研究会が行われ、将来的に、仏花

などの需要に合わせて、出荷の時期は７月～８月が中心になる予定です。 

 

○ クルクマ新品種の特徴 

・ 種子親「ピンクパール」の下位ほう葉まで発色する性

質と花粉親「チェンマイルージュ」の草姿、鮮やかな

赤紫色の花色を併せ持っています。 

・ 観賞持続性は主力品種「シャローム」と同じように優

れています。 

・ 切花本数は主力品種「シャローム」の２倍と多収性で

す。 

・ 草丈４０～６０ｃｍで鉢花生産にも向いています。  

        

○ 出荷鉢数（予定）                  

平成２４年８月中旬～下旬 ７００鉢                   クルクマ愛知１号 



東 日 本 情 報

東京事務所行政課農産物流通対策グループ

大都市の都市近郊農業

愛知県も名古屋市周辺は都市近郊農業の盛んな地域ですが、やはり東京の都

市近郊農業は力が入っています。特に練馬大根で有名な練馬区は東京２３区で

農地面積が最も広く、たくさんの野菜、果樹、花などが作られています。

都市農地の現状と役割

（ ） 、 、都市農地 市街化区域内農地 は 安全で新鮮な農産物を供給するとともに

都市におけるヒートアイランド現象の緩和や都市景観の保全、そして都会に住

む人たちが農にふれあう場を提供するなど、様々な役割を果たしています。し

かし、都市農地はこの１０年間で

１，３３０haが失われ７，６７０haま

。 、 、で減っています そんな中 都内では

都市農地保全推進協議会が身近な農地

を守るための取組を行っています。

都市農地保全の取組

都市農地の課題解決のため、都市農

地保全推進協議会が、都市農地の減少

、の課題をもつ都内の３８自治体により

都市農地保全の取組の進展を図り、自

治体全体の住民福祉の向上を図ること

を目的として平成２０年１０月に発足

しました。これまでの活動状況は、国

に対して農地所有者の相続税等納税猶

予の継続や都市計画法の中に都市農地

を不可欠なものとして位置づけるよう

見直し、生産緑地法の見直しなど要望

を行っている。また、都市農地保全自

治体フォーラムを開催し、都市農地を

活かしたまちづくりについて考えてい

ます。また、これ以外にも平成２１年

１０月に発足した全国都市農業振興協

議会という組織もあり瀬戸市なども賛同会員として参加しているようです。

区内に100カ所以上の直売所がある。

都内にも多くの農地が残っています。



直売施設

練馬区には、４カ所の共同直売所と１１４の個人直売所があります。都市部

ですので農薬などはほとんど使うことがない安全なものを新鮮で安く買うこと

ができるため、多くの住民が利用するとのことです。この日もトマト等たくさ

んの野菜が並んでいました。

区民農園と体験農園

練馬区には、多くの区民農園と体験農園があります。区民農園は２，０００

区画以上あり、借り主が好きな物をつくっています。今の時期はトマト、なす

が人気でどの区画でも作られていました。体験農園は１０カ所以上あり、都市

農業にしか発揮できない機能と役割を持った農業形態として注目を集めていま

す。農家経営の１つとして農家が開設して、耕作の主導権をもち、経営・管理

します。体験農園では、園主が種、苗、肥料、資材、農具など農作業に必要な

物全てを用意し、作業を行う際には農家が講習会を行います。

観光農園

練馬区にはなんと２７ものブルーベ

リーの観光農園があります。その背景

として練馬は関東ローム層という酸性

の土壌でブルーベリーの栽培に適して

おり、また、ブルーベリーは農薬を抑

えた栽培が可能なため、区がＪＡと協

力して栽培をすすめてきました。さら

に開園にあたっては、苗や土壌改良な

どの費用に対して区からの補助がある

ため多くの農園ができました。

そうした中の１つ「みやもとファー

ム」は、体験農園、市民農園、農園レ

ストラン、ブルーベリー狩り園と都市

部とは思えない広大な農地を活かした

多角的経営を行っており、多くの人で

賑わっていました。

以上のように練馬区を代表として都

内で行われている農業形態は、農業経

営、農産物流通の１手段として都市近

郊では大きな役割を果たしており、県

内においても非常に参考になるもので

はないでしょうか。

みやもとファーム

ブルーベリー狩り園は２７カ所！



    

食育推進課 

「平成２４年度 愛知のふるさと食品コンテスト」 

の出品食品を募集します 

～コンテストの最優秀食品を県から全国コンクールに推薦します～ 

 

愛知県では、県内で生産された農林水産物を主な原材料とする 

加工食品（＝ふるさと食品）を集めて、技術や味、包装デザインな 

どを競う「平成２４年度愛知のふるさと食品コンテスト」を下記に 

より開催します。 

これは、農林水産物の生産振興等を目的として開催するもので、 

３年以内に製品化された加工食品が対象です。 

コンテストで最優秀に選出された食品は、財団法人食品産業セン 

ターが主催する全国規模でのコンテスト「優良ふるさと食品中央コ 

ンクール」に、愛知県代表として推薦します。 

また、出品いただいた加工食品は、希望により県のホームページに掲載し、広く一般

に紹介します。 

主食、惣菜、菓子、飲料など、食品の種類は問いません。多くの企業・団体からの出

品をお待ちしています。 

記 

１ 応募要件及び審査基準 

食育推進課にお問合せいただくか、ホームページを参照してください。 

（http://www.pref.aichi.jp/0000052610.html） 

 

２ 応募方法 

 応募様式に必要事項を記載の上、平成２４年８月２２日(水)までに提出してください。 

 

３ 審査会 

（１）日時：平成２４年９月５日（水）午後２時から 

（２）場所：あいち産業科学技術総合センター食品工業技術センター（名古屋市西区） 

 

４ 審査結果の通知等 

（１）応募者には、審査結果を審査会終了後に通知します。 

（２）最優秀食品に選出されたふるさと食品については、財団法人食品産業センターが

主催する「平成２４年度優良ふるさと食品中央コンクール」に県から推薦します。 
 
５ 出品食品に対するＰＲ機会の提供 

出品食品については、出品者の希望により県のホームページ「いいともあいち情報広

場」（http://www.pref.aichi.jp/shokuiku/iitomo/）に掲載し、広く一般に紹介しま

す。 
 
６ 申込み・問合せ先 

   愛知県農林水産部食育推進課 消費・食品表示グループ  

電話 ０５２－９５４－６４３４  

メールアドレス shokuiku@pref.aichi.lg.jp 

西日本情報 

昨年度の最優秀食品 

「ぴよりん」 



 

岐阜県立国際園芸アカデミー  

 准教授 井上 守 

中学校技術家庭科で地元産のミニバラを育てる 

 
１．生物育成スタート 
読者の方はもうご存知と思いますが、平成 24年度から小中学校の学習指導要

領が全面的に改定され、中学校技術家庭科の分野で生物育成が必修となりまし

た。中学校技術家庭の総時間数 87．5時間にうちの 18時間は絶対に生物育成の
授業をしなくてはならないということです。私は 3 年前から、岐阜県の技術家
庭の先生方と生物育成の授業の教材研究を行ってきました。今回は昨年度行わ

れた、岐阜の特産物であるミニバラを使った授業の実践を紹介したいと思いま

す。 
 
２．岐阜県のミニバラの事例 
 今回、ミニバラを導入した授業

を行ったのは、岐阜市立岩野田中

学校と可児市立西可児中学校で

す。生徒は 4 ヶ月前後という長
い期間、ミニバラと触れ合ってい

きます。これは画期的なことで、

従来の業界の有志で行われてき

た花育で指摘されていた課題（単

発で終わってしまう、アフターフォローができない、場所がない、機会がない、

指導者がいない、手弁当である・・・）をすべて克服されており、授業で行わ

れることは、絶好の花育の場と言えます。 
 春スタートの岩野田中学校は①ミニバラについて知る・バラの生育・郷土の

特産物 ②土作り（有機肥料と化学肥料） ③剪定、スケッチ ④農薬の取扱  
⑤（夏越し）秋の開花 に挑戦しました。秋スタートの西可児中学校では、岩野
田中学とほぼ同様の内容でしたが、授業修了後（卒業後）自宅に持ち帰らせて

庭のある人は庭に植えたようです。 
 
３．新たな発見と課題 
業界の我々にとって見慣れた花でも、一般の人々、ましてやこども達にとっ

てはめずらしく新鮮で目を輝かせて取り組んでいたということです。花と触れ

合ったことのない人たちに対する仕掛けの大切さを感じました。 
 今後の課題としては物流が挙げられます。学校の先生方においては、「園芸の

指導」よりも「教材の調達」に不安を持たれている先生が多いとのことでした。

これは忙しい学校生活の中で、生ものである花を発注する難しさがあると思い

ます。植物を扱ったことのある物流機能を備えた中間業者が必要になると思い

ます。 

フラワーページ 



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用 』につきましては、下記の基準で記載しております。語

ずか ：±２％台以内わ
や や ：±３～５％台
なり ：±６～15％台か
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：巨峰）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) (円/kg) （上位３産地）うち愛知産 うち愛知産

１１６７ １８７ ８４０ ８８５ 長野 （６５％）２３年実績
(１６％) 山梨 （１８％）

１１１０ － ８４０ －２４年見通し

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

長野を中心に山梨、愛知などから入荷す 生産農家は減少傾向。高齢化が進み、後継
る。県内では豊橋、新城、大府が主な産地 者不足の状況。
。当初は小房、小玉傾向だと思われたが、 消費者は種なしのものを好む傾向にある。
気温の回復により、生育は順調。台風の影 これをうけて品種は全国的に種無しのものへ
響が出ているところがややある。 入荷量 の生産の移行、増産の動きがある。また、皮
は自然減のため、昨年度比９５％程度の見 ごと食べられる品種も人気が出ている。
込み。価格は、重油高の影響もあり、高か 消費者の果実の消費量が減少しているため
った昨年と同様の見込み。 試食販売等により販売促進活動を行うべき。

○ 東京都中央卸売市場（品目：いちじく）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) (円/kg) （上位３産地）うち愛知産 うち愛知産

２７６ １３３ ６５９ ７２８ 和歌山 ( 37％)２３年実績
( 48％) 静 岡 ( 5％)

福 岡 ( 5％)
－２４年見通し ３２０ － ６４０

概 要 と 見 通 し 卸売市場から産地への要望・提言等

ハウスものから露地ものへ切り替わる時 夏から秋の果物として定着している。本
期となる。愛知を中心に和歌山、静岡、福 県産地は、数量・品質ともにトップレベル
岡などから入荷する。愛知は、生育遅れが にあり、量販店からも支持されている。こ
続いていたが、７月下旬になって平年並み のためトップブランドとして、一層の品質
に回復してきた。和歌山は露地がやや遅れ 管理や等階級別の選果に努めてほしい。特
て進んでいる。ともにピークは８月下旬。 に、傷みがでることが多いので検品をしっ
ピーク時に好天が続けば市場到着後の店も かりやってほしい。
ちもよく、量的に多くても価格の大きな落 また、生産者の高齢化等により生産規模
ち込みはないと予想している。入荷量は前 が縮小しているので、産地での生産規模の
年をかなり上回り価格は前年をわずかに下 維持・拡大をお願いしたい。
回ると見込まれる。



名古屋・東京市場における青果物の８月の見通し

７月１4日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ３２，９４６ 191 210 220 北海道 26%
２０年 ３４，７５７ 203 193 159 長野 23%
２１年 ３２，６１３ 228 254 231 群馬 10%
２２年 ３２，４３２ 225 231 228 兵庫 9%
２３年 ３３，４２１ 209 203 200

５ ヵ年平均 ３３，２３４ － － －

２４年見通し ３２，９００ － － －

１９年 ２，１４６ 65 74 120 北海道 68%
２０年 ２，１１０ 89 96 73 青森 18%
２１年 ２，００８ 116 139 111 岐阜 13%
２２年 １，６３４ 84 108 122 長野 2%
２３年 ２，１１２ 76 59 78

５ ヵ年平均 ２，００２ 86 94 100

２４年見通し ２，０００ 80 80 80

１９年 ２，７９０ 78 46 63 北海道 93%
２０年 ２，４０７ 86 102 120 青森 6%
２１年 ２，５３３ 152 165 152 中国 1%
２２年 １，７４０ 218 207 220 愛知 0%
２３年 ２，００６ 131 129 133

５ ヵ年平均 ２，２９５ 127 123 131

２４年見通し ２，１００ 140 130 150

に
　
ん
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ん

６４
１０３
１５６
２１６
１３０

１２７

　産地はほとんどが北海道で、次いで青
森。青森は７月中旬から出荷が増え、その
後北海道産のものが増加する。５月中旬ま
で雪が残った影響もあり、北海道は出荷が
少し減少するかもしれない。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道、青森中心。生育は順調
で、今後出荷のピークを迎える。気温が高
くなることを受けて、消費が鈍る。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

　産地は北海道、長野中心。４～５月は低
温の影響があり、出荷が出遅れた。６月か
らは気温が上昇し、葉菜、果菜中心に入荷
量が回復している。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り上回る見込み。

１４０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２１２

２１５
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き
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名

　　　　区分
実績
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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７月２６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 １２７，６４３ 217 224 221 北海道 20%
２０年 １２７，６７６ 0 200 216 群馬 15%
２１年 １２２，７８４ 246 269 248 長野 14%
２２年 １２２，７０９ 234 250 249 青森 8%
２３年 １２６，６６６ 218 211 226 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １２５，４９６ － － －

２４年見通し １２５，０００ － － －

１９年 １０，０２８ 59 77 116 北海道 76%
２０年 １０，３６３ 86 94 73 青森 18%
２１年 ９，６６７ 112 124 104 岩手 4%
２２年 ９，１６２ 79 106 114 群馬 1%
２３年 １０，９１６ 69 65 74 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ９，８８２ 81 93 96

２４年見通し ９，８００ 80 90 85

１９年 ７，６１１ 82 56 73 北海道 76%
２０年 ６，２８８ 95 114 120 青森 19%
２１年 ６，４５２ 158 168 152 中国 3%
２２年 ５，４８８ 203 200 213 千葉 1%
２３年 ６，６１４ 116 121 126 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ６，４９１ 131 132 137

２４年見通し ６，４００ 120 125 130

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計
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２１９
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１００
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前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２３０

２２０
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　関東高冷産地に加えて、東北、北海道か
らの入荷が中心となる。これまで、比較的
に東北や関東産地は冷涼、少雨できてお
り、品目によって、豊作型のものもあれ
ば、やや遅れ気味のものもみられる。
　総体では、入荷量は前年並みで、価格に
ついても前年並の見込み。

１２５  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

８５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、東北産地中心の入荷となる。北
海道は地域によって生育にばらつきがある
ものの概ね順調。青森については、６月の
播種時に台風４号の影響で遅れがあったが
回復傾向である。
　全体の入荷量は多かった前年をやや下回
り、価格は前年を大幅に上回る見込み。
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　北海道からの入荷が中心となる。北海道
は中旬までは順調な入荷見込みだが、播種
時の遅れにより下旬に谷間ができる。青森
は作付やや減に加え播種遅れの影響で１週
間の遅れがある。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をやや上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ２，５４９ 81 90 94 長野 94%
２０年 ２，１４８ 70 80 96 群馬 4%
２１年 １，７６８ 79 90 122 北海道 2%
２２年 １，７０４ 79 102 120 0 0%
２３年 ２，０６２ 55 60 64

５ ヵ年平均 ２，０４６ 73 84 98

２４年見通し １，９５０ 60 60 80

１９年 ４，４３６ 114 108 114 群馬 61%
２０年 ４，１４１ 66 67 65 長野 26%
２１年 ３，８８７ 73 96 110 北海道 11%
２２年 ３，９０３ 94 88 86
２３年 ４，３３３ 59 53 78

５ ヵ年平均 ４，１４０ 81 82 91

２４年見通し ４，２００ 60 70 80

１９年 ２４８ 694 514 805 岐阜 90%
２０年 １９０ 736 792 902 長野 3%
２１年 ２３９ 662 811 714 群馬 2%
２２年 １８４ 815 765 775 北海道 2%
２３年 ２１７ 640 545 723

５ ヵ年平均 ２１５ 704 678 780

２４年見通し ２００ 660 700 740

７２４
７８３
６３３

７２２

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

７００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地はほとんどが岐阜、特に高山中心。
現在は生育順調だが、今後高温が続くよう
だと入荷量は減少する見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　産地は群馬、長野、北海道が中心。群馬
は生育順調であり、安定した出荷が見込め
る。長野は作付が減少。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地はほとんどが長野。８月の高温に注
意。生育は順調であり、大玉傾向である。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
を大幅に上回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ６，０３９ 74 81 84 長野 94%
２０年 ５，６５８ 55 66 91 群馬 4%
２１年 ５，２５０ 68 83 117 北海道 2%
２２年 ５，８９１ 70 96 113
２３年 ６，４８２ 52 55 61 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ５，８６４ 64 76 92

２４年見通し ６，４００ 55 60 65

１９年 １４，５４６ 109 107 114 群馬 73%
２０年 １５，２４６ 60 65 60 岩手 15%
２１年 １５，６８９ 67 94 107 北海道 6%
２２年 １５，２４３ 91 88 84 長野 3%
２３年 １６，６１９ 56 50 74 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １５，４６９ 77 81 88

２４年見通し １６，５００ 55 60 65

１９年 ８９０ 570 591 791 栃木 29%
２０年 ８３９ 660 767 716 群馬 26%
２１年 ９６６ 594 666 639 岩手 15%
２２年 ６７４ 779 899 839 茨城 13%
２３年 ８２７ 568 562 723 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ８３９ 634 697 742

２４年見通し ８３０ 620 620 620

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　群馬中心に岩手、北海道からの入荷が主
力となる。群馬は作付増に加え、気象条件
にも恵まれ豊作型の展開となっている。岩
手も生産者が出揃い潤沢な出荷が見込まれ
る。
　入荷量は前年並み、価格は安かった前年
並となる見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　前月に引き続き長野からの入荷が中心と
なる。長野の作柄は極めて良好、７月下旬
から最盛期に入り、８月前半までは潤沢な
出荷が見込まれる。中旬以降は今後の天候
次第で変化する。
　入荷量は多かった前年並みで、価格は前
年をかなり上回る見込み。
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

は
　
く
　
さ
　
い

８０
７２
９１
９４
５６

７８

６０

 前年及び本年の

６２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東高冷地と岩手からの入荷となる。群
馬はこのところの気温高、適雨により生育
は順調。栃木も同様の傾向である。岩手も
生育は順調。しかし、今後の出荷量はこれ
からの天候によるところが大きい。
　入荷量は前年並となり、価格は安かった
前年並となる見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ８７６ 472 511 433 北海道 22%
２０年 ８８８ 353 418 431 愛知 21%
２１年 ９４７ 402 476 413 茨城 9%
２２年 ８６３ 439 443 390 富山 8%
２３年 ７９１ 320 358 404

５ ヵ年平均 ８７３ 399 443 414

２４年見通し ８２０ 350 400 400

１９年 ２，２２４ 241 251 211 長野 99%
２０年 ２，１８０ 121 145 160 愛知 0%
２１年 ２，０００ 182 279 243 北海道 0%
２２年 ２，０４５ 211 224 226 群馬 0%
２３年 ２，０７２ 131 186 236

５ ヵ年平均 ２，１０４ 177 216 214

２４年見通し ２，１００ 150 170 190

１９年 １，７２５ 227 237 328 長野 48%
２０年 １，５２９ 210 231 432 北海道 18%
２１年 ２，３１６ 166 233 276 岩手 9%
２２年 １，５２０ 200 267 343 山梨 8%
２３年 １，５４５ 261 205 394

５ ヵ年平均 １，７２７ 209 234 347

２４年見通し １，５００ 25 270 250
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　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は長野中心で、一部北海道や東北か
らの出荷。作付の面積が少し減少。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並みの見込み。

２６０

 前年及び本年の

１７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地はほとんど長野。１６玉中心の出荷
が見込まれる。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をやや
下回る見込み。
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 前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、北海道、富山、茨城中心。
４～５月の日照不足、台風の影響により生
育不足。ねぎは高めの価格が続く見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ４，２４６ 265 391 261 茨城 39%
２０年 ４，４２８ 221 288 306 青森 20%
２１年 ４，４０１ 310 393 247 中国 9%
２２年 ４，１７２ 281 333 252 北海道 7%
２３年 ４，０３２ 227 318 341 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ４，２５６ 261 345 281

２４年見通し ４，１００ 290 290 290

１９年 ７，８０２ 228 235 193 長野 87%
２０年 ８，２４５ 120 139 161 群馬 9%
２１年 ７，８０２ 183 274 240 岩手 2%
２２年 ８，４４２ 210 220 231 茨城 1%
２３年 ８，８０２ 119 188 251 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ８，２１９ 172 211 215

２４年見通し ８，８００ 120 180 180

１９年 ８，５５２ 199 212 304 福島 45%
２０年 ７，７５０ 168 176 408 岩手 22%
２１年 ７，８４７ 266 298 301 秋田 12%
２２年 ８，０５２ 186 253 308 青森 5%
２３年 ８，２５４ 202 157 353 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ８，０９１ 204 219 335

２４年見通し ８，１００ 220 240 260

品
目
名

３０８
２８５
２９６

２９１  前年及び本年の

２９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、青森からの入荷が中心となる。茨
城の夏ねぎは比較的冷涼な気候により、高
品質で生育も順調できている。青森は定植
遅れとその後の低温・少雨の影響で遅れて
いる。
　入荷量は少なかった前年をわずかに上回
り、価格は前年並の見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

２１６
１４１
２２９
２２１
１８３

１９７  前年及び本年の

１６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野からの入荷が中心となる。長野の生
育は地域によっては若干遅れているところ
もあるが概ね順調、例年にない朝晩の冷え
込みでイタミの発生も少ない。今後、災害
等がなければ潤沢な出荷が見込まれる。
　入荷量は多かった前年並を見込み、価格
は前年をかなり下回る見込み。

 前年及び本年の

２４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　東北産地からの入荷が中心。福島は露地
ものに切り替わり、中旬まで潤沢な出荷が
見込まれる。岩手は少雨の影響で生育が遅
れ気味となっており出荷量は若干少なめ。
　全体の入荷量は前年をわずかに下回り、
価格は前年をやや上回る見込み。

２４９

　　　　区分
実績
と見通し
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 １，２２２ 335 324 177 山梨 25%
２０年 １，１２３ 205 166 257 愛知 25%
２１年 １，０９２ 266 270 268 徳島 17%
２２年 １，２１０ 257 253 211 群馬 9%
２３年 １，２２６ 334 238 212

５ ヵ年平均 １，１７５ 281 251 224

２４年見通し １，２００ 250 250 250

１９年 １，９７１ 267 231 314 岐阜 56%
２０年 １，７３５ 193 191 272 北海道 21%
２１年 １，６４７ 193 312 419 愛知 7%
２２年 １，５８５ 290 322 466 青森 6%
２３年 １，６７７ 384 336 388

５ ヵ年平均 １，７２３ 265 276 368

２４年見通し １，６５０ 300 330 350

１９年 ３４４ 529 440 456 北海道 82%
２０年 ３１０ 360 349 520 長野 8%
２１年 ３３７ 546 528 626 山形 4%
２２年 ３５３ 559 535 719
２３年 ３７０ 719 699 709

５ ヵ年平均 ３４３ 549 516 610

２４年見通し ３５０ 600 600 600

品
目
名

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道中心で長野、愛知から少し
出荷される。生育は順調であり、荷動きも
良い。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

４７４
４１１
５７０
６１３
７０５

５６０

 前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は岐阜、北海道中心。一部愛知、青
森。岐阜、北海道は生育順調。今後の天
候、気温に注意が必要。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り下回る見込み。
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ト
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２１６
３４２
３４４
３６４

３０５

 前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、山梨、徳島、岐阜。台風の
影響は少なく、生育は順調である。８月が
出荷のピークとなる。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をやや下回る見込み。
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※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ５，６２２ 291 318 159 栃木 30%
２０年 ５，１２２ 192 157 291 茨城 24%
２１年 ５，０２５ 277 282 257 群馬 23%
２２年 ５，４５１ 245 219 181 埼玉 9%
２３年 ４，９７０ 357 202 249 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ５，２３８ 272 236 227

２４年見通し ５，２００ 250 250 250

１９年 １０，２０６ 229 204 287 青森 27%
２０年 ９，２３２ 214 188 295 福島 16%
２１年 ９，００３ 296 294 363 北海道 12%
２２年 ８，８３２ 287 306 410 群馬 11%
２３年 ９，１４５ 402 293 390 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ９，２８４ 286 257 349

２４年見通し ９，２００ 300 300 300

１９年 １，１９５ 471 475 450 北海道 31%
２０年 １，１９４ 384 372 460 岩手 18%
２１年 １，０６４ 556 587 597 福島 16%
２２年 １，０３８ 551 607 702 青森 12%
２３年 １，０７４ 718 729 677 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １，１１３ 536 554 577

２４年見通し １，１１０ 580 600 620

な
　
　
　
　
す

２３７
２０８
２７１
２１９
２６５

２３９  前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が中心となる。関東
の各産地とも台風４号の影響も少なく生育
は順調。主力の栃木は昨年少なめであった
が本年は平年並の出荷が見込まれる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高
かった前年をやや下回る見込み。

ト
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ト

２３９
２２７
３１７
３３６
３５６

２９３  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　東北産地からの入荷が中心となる。青森
は乾燥傾向で推移しきているものの生育は
概ね順調、樹勢も良く順調な出荷が期待で
きる。福島は８月中旬に出荷のピークを迎
える。
　入荷量は前年並で、価格は高かった前年
を大幅に下回る見込み。
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５５０  前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岩手、福島に加え北海道からの入荷が増
えてくる。各産地とも遅れ気味できていた
昨年の同時期に比べ、生育は良好で、今後
の天候の影響もあるが現況、順調な出荷が
見込まれる。
入荷量は少なかった前年をやや上回り、価
格は高かった前年をかなり下回る見込み。
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（愛知産比率）
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ５５０ 376 261 286 岩手 50%
２０年 ５４９ 222 245 259 北海道 31%
２１年 ４７７ 358 373 327 青森 6%
２２年 ４９６ 346 315 339 長野 5%
２３年 ５２５ 442 291 255 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ５１９ 348 295 292

２４年見通し ５００ 350 320 280

１９年 ２，４９８ 86 89 91 北海道 54%
２０年 ２，８６０ 90 98 95 青森 36%
２１年 ２，２９５ 238 194 129 静岡 6%
２２年 ２，４３１ 120 134 149 愛知 2%
２３年 １，８１４ 103 105 110 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ２，３８０ 126 123 114

２４年見通し ２，１００ 120 110 100

１９年 ４，５２２ 82 67 68 兵庫 69%
２０年 ５，４３０ 58 65 74 北海道 18%
２１年 ４，１２７ 133 149 118 佐賀 7%
２２年 ４，６３８ 102 95 90 愛知 4%
２３年 ４，５１５ 79 73 73

５ ヵ年平均 ４，６４６ 89 88 84

２４年見通し ４，２００ 120 120 120

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

１２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は兵庫、北海道中心。兵庫は出荷量
が少ない見込み。７月中旬以降に北海道が
出てくる。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

７２
６７

１３０
９５
７４

８６

 前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道、青森中心。北海道は８月
に入ってから出荷が始まり、第２週以降に
出揃う見込み。青森は７月下旬より出荷が
始まる。両産地とも生育順調である。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をわずかに上回る見込み。
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１０７

１２０

 前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は岩手、北海道中心。７月の海の日
以降入荷量が減少し、８月中旬から入荷量
が増える見込み。安定した出荷が見込まれ
る。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ２，２１２ 326 217 223 岩手 44%
２０年 ２，１３９ 179 207 219 茨城 17%
２１年 ２，０２７ 330 359 284 福島 17%
２２年 ２，００９ 319 311 301 青森 16%
２３年 ２，０９０ 354 218 176 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ２，０９５ 302 262 241

２４年見通し ２，１００ 270 270 270

１９年 ５，３２５ 91 93 93 北海道 47%
２０年 ５，８３３ 100 105 103 茨城 17%
２１年 ５，６１９ 226 200 136 青森 9%
２２年 ５，６９４ 137 148 158 千葉 8%
２３年 ５，５６６ 93 105 119 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ５，６０７ 129 130 122

２４年見通し ５，６００ 120 130 140

１９年 １０，３３２ 81 81 75 佐賀 33%
２０年 １１，２３６ 71 80 83 兵庫 30%
２１年 ９，２０５ 140 151 136 北海道 24%
２２年 ９，９２３ 114 113 105 中国 5%
２３年 ９，７９２ 84 84 79 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １０，０９８ 98 102 96

２４年見通し ８，０００ 140 135 130
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３２０
３１０
２４５

２６５  前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岩手、茨城、青森からの入荷が中心。岩
手は６月後半の干ばつと低温の影響で生育
に遅れが出ているものの回復傾向にある。
茨城は生育順調で潤沢な出荷が見込まれ
る。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り上回る見込み。
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１０７

１２６  前年及び本年の

１３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道からの入荷が中心。北海道は少雨
で小玉傾向であるが生育は順調で前年並の
出荷が期待できる。京浜市場へは７月末か
らの出荷となる。その他産地も前年並の出
荷となる見込み。
　入荷量は前年並で、価格は前年を大幅に
上回る見込み。
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９７  前年及び本年の

１３５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　佐賀、兵庫、北海道からの入荷が中心。
佐賀は収穫も終了し市況を見ながらの出荷
となるが、貯蔵量は少なく前年の７割程
度。兵庫も少ない。北海道は下旬から本格
化してくるが、現況、作柄は良好。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は安
かった前年を大幅に上回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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※「その他メロン」は「アールス」以外のメロンをいう。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 １３，４３６ 353 344 370 長野 20%
２０年 １３，６６０ 361 335 286 フィリピン 16%
２１年 １２，６７０ 340 297 312 山形 12%
２２年 １１，９０２ 340 358 343 愛知 10%
２３年 １１，９８９ 338 316 305

５ ヵ年平均 １２，７３１ － － －

２４年見通し １１，７００ － － －

１９年 ３９６ 529 550 666 愛知 52%
２０年 ３８３ 548 526 478 静岡 31%
２１年 ３３４ 460 473 525 青森 7%
２２年 ３４１ 469 569 490 茨城 5%
２３年 ３４０ 0 0 0

５ ヵ年平均 ３５９ － － －

２４年見通し ３４０ 750 600 550

１９年 ２，７９９ 158 175 211 山形 35%
２０年 ２，６３５ 193 168 69 長野 32%
２１年 ２，３９０ 117 116 131 秋田 13%
２２年 ２，５９４ 177 161 187 青森 12%
２３年 ２，６８８ 148 137 103

５ ヵ年平均 ２，６２１ 159 152 141

２４年見通し ２，６００ 140 140 140

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

果
　
　
実
　
　
計

３５６
３３０
３１９
３４６
３２１

３３５  前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は、長野、山形、愛知。春の低温に
より、開花遅れなどの影響が出ていたが、
天候回復のため生育状況に回復が見られ
る。桃などは生育が早まっている。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並みの見込み。

ア
　
ー

　
ル
　
ス
　
メ
　
ロ
　
ン

５５８
５２９
４７４
５０３
５００

５１５  前年及び本年の

４７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、静岡中心。メロンは全て苦
戦している。スタートから単価安が続く。
作柄は悪くない。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をやや
下回る見込み。

す
　
　
い
　
　
か

１７４
１６０
１１９
１７４
１３０

１５２  前年及び本年の

１４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は山形、長野、秋田、青森。８月中
旬に山形、秋田がピークを迎える。長野の
出荷は８月いっぱいまでに見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ４２，７９８ 323 356 364 山形 19%
２０年 ４４，６７１ 337 328 265 山梨 13%
２１年 ４５，９５５ 310 285 283 福島 11%
２２年 ４１，２０８ 322 355 354 フィリピン 9%
２３年 ４４，２４６ 319 294 275 （愛知産比率 1%)

５ ヵ年平均 ４３，７７６ － － －

２４年見通し ４５，５００ － － －

１９年 ７５２ 508 636 676 静岡 39%
２０年 ７７０ 601 510 362 茨城 29%
２１年 ７１５ 476 442 456 青森 11%
２２年 ７７５ 438 530 399 山形 5%
２３年 ７０６ 531 464 415 （愛知産比率 8%)

５ ヵ年平均 ７４４ 511 518 461

２４年見通し ６４０ 550 500 450

１９年 １０，８７２ 147 191 230 山形 51%
２０年 １０，８８１ 184 168 88 秋田 12%
２１年 １０，８１３ 115 115 138 長野 11%
２２年 １０，７０９ 169 175 211 神奈川 8%
２３年 １０，５８９ 140 143 117 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １０，７７３ 151 158 157

２４年見通し １０，５００ 155 150 145

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

果
　
　
実
　
　
計

３４５
３１２
２９３
３４２
２９８

３１７  前年及び本年の

３１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　なし、もも中心に入荷。ももは山梨、福
島中心。出荷のペースが早く、８月はその
分減る予想。なしは関東産地で雹害と黒星
病の発生があり減る予想。また、中旬まで
の出荷が多くなる見込み。玉肥大良好で大
玉比率が高まる。前年に比べ入荷量はわず
かに上回り、価格はやや上回る見込み。

ア
　
ー

　
ル
　
ス
　
メ
　
ロ
　
ン

５８６
４９１
４５９
４５０
４８３

４９４  前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、茨城中心に青森、愛知から入荷す
る。作付面積は静岡、茨城、愛知ともに減
少している。各産地ともに、現状平年並み
に出荷されている。生育は良好でさらに肥
大してくる。 入荷量は前年をかなり下回
り、価格は前年をやや上回ると見込まれ
る。

す
　
　
い
　
　
か

１７６
１６１
１２０
１７８
１３７

１５４  前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　山形を中心に長野、秋田などから入荷す
る。山形はやや小玉傾向であるが、前年並
みの出荷見込み。長野は順調な生育で３L中
心。秋田も３L中心で後半にピークが見込ま
れるが、大きな山はない予想。全体の入荷
量は前年並み。価格は前年をかなり上回る
ものの、平年をやや下回る見込み。

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場

0

20000

40000

60000

80000

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 月

数量
t

0

100

200

300

400

500

単価
円/Kg

前年数量本年数量 本年単価前年単価

0

200

400

600

800

1000

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 月

数量
t

0

400

800

1200

1600

単価
円/Kg

0

3000

6000

9000

12000

15000

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 月

数量
t

0

100

200

300

400

単価
円/Kg



切　花　・　鉢　花　の　８　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　７月２６日現在）

１９年 ３，９４０ ６３
実 ２０年 ３，４４２ ６４

２１年 ３，３９５ ５３
績 ２２年 ２，８２１ ６０

２３年 ３，００３ ５１

３，３２０ ５８

３，３００ ５５

概
　
要

１９年 ３，６７７ ３３
実 ２０年 ２，８２２ ３７

２１年 ２，６２５ ３６
績 ２２年 ２，９８９ ４０

２３年 ３，３０９ ３１

３，０８４ ３５

３，５００ ３５

概
　
要

１９年 １，３７０ ４５
実 ２０年 １，１０５ ４３

２１年 １，０９２ ４５
績 ２２年 １，２９４ ４３

２３年 １，３７５ ４０

１，２４７ ４３

１，４００ ４４

概
　
要

１９年 １１９ １０１
実 ２０年 １１３ ９８

２１年 ９２ １１７
績 ２２年 ６６ １１０

２３年 ７３ １１５

９３ １０７

８０ １１５

概
　
要

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

　愛知、長野、三重から入荷。白菊は岩の白扇が減少し、精の一世が主力となる。梅雨明
け後一時暑くなったが、涼しい日も多く、やや前進傾向で、8月6日頃がピーク。7月が安
かった分、月初めの動きは微妙だが、盆に近づけば堅調と思われる。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

２４年見通し

５ヶ年平均

２４年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　長野中心に北海道から入荷。毎年7月に一番花の集中出荷を迎えるが今年は集中出荷を
避けて、6月にピークを迎えた産地と7月にピークがきた産地があり、大きな山がさほどな
くもちあいで8月に移行できる。盆需要でスタンダードが早い段階から動きを見せ、6日く
らいからｽﾌﾟﾚｰが動き、ｽﾌﾟﾚｰはやや少なめで堅調に推移する。

５ヶ年平均

　愛知、長野、埼玉、奈良等から入荷。生育は順調で安定入荷が見込まれる。盆商戦で前
半は堅調な動きとなろうが、盆明けは一時厳しい状況も。

５ヶ年平均

２４年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

２４年見通し

　長野、北海道、福島から入荷。生育は順調だが、数量は多くなく、月を通して堅調。

単位：千本、円／本

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 月

数量

千本

0

20

40

60

80

単価

円/本前年数量前年単価 本年単価 本年数量

0

1,000

2,000

3,000

4,000

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 月

数量

千本

0

10

20

30

40

50

単価

円/本

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 月

数量

千本

0

15

30

45

60

単価

円/本

0

100

200

300

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 月

数量

千本

0

50

100

150

200

単価

円/本



１９年 ５９２ １３９
実 ２０年 ４９２ １４２

２１年 ４８６ １４５
績 ２２年 ５１４ １４９

２３年 ５４６ １４９

５２６ １４５

５５０ １４５

概
　
要

１９年 ５２４ ７３
実 ２０年 ３９３ ８５

２１年 ４４１ ７５
績 ２２年 ４８９ ７７

２３年 ４８４ ８３

４６６ ７８

５００ ８０

概
　
要

１９年 ８３１ ４８
実 ２０年 ６４４ ５３

２１年 ７９８ ５０
績 ２２年 ６８６ ５１

２３年 ６９６ ５４

７３１ ５１

７００ ５４

概
　
要

１９年 １，９４６ ５９
実 ２０年 １，６９５ ５７

２１年 １，７５６ ５６
績 ２２年 ２，０３９ ６１

２３年 ２，４４０ ５７

１，９７５ ５８

２，５００ ６０

概
　
要

枝
　
　
も
　
　
の

５ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

ば
　
　
　
　
ら

５ヶ年平均

２４年見通し

　愛知、岐阜、長野、青森、山形、和歌山から入荷。近郊産地は夜冷をして品質低下を防
いでいる。お盆明けまでは需要も少なく、厳しい展開。入荷量自体は減少する。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヶ年平均

２４年見通し

　オリエンタルは新潟、岐阜、北海道中心、ＬＡは新潟、埼玉から、鉄砲は兵庫、愛媛、
長野から入荷。生育は順調で、盆用の動きは6日から始まるが、仕入れのピークは8～10
日。前半は数量が多いと苦しい展開に、盆明けも同様に数量により苦しい展開が予想され
る。

２４年見通し

　静岡、長野、福岡からお盆商材が入荷。特に盆需要で法月、ﾊﾟﾝﾊﾟｽ、榊等は引き合いが
強い。後半は稽古休みの為、価格は厳しい品目も多くなるが、山取りの花材は堅調と思わ
れる。

品
目
　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２４年見通し

　愛知、鹿児島、静岡、輸入等から入荷。例年8月は洋ラン類の入荷が少なく、単価が上
がってくる時期ではあるが、ここ数カ月、業務需要の引き合いが弱く、今年は単価的に伸
び悩んでおり、その傾向はしばらく続いて弱含みの展開が予想される。

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　7月１1日現在）

１９年 １５，１４２ １，１０７

実 ２０年 １４，１２４ ９７３

２１年 １６，６８４ ９６３

績 ２２年 １１，４１８ １，３３１

２３年 １７，４２５ ９０８

１４，９５９ １，０３７

１７，０００ ９００

概
　
要

１９年 ７，１６３ ４２９

実 ２０年 ４，４６４ ５２６

２１年 １３，６４３ ３７３

績 ２２年 ８，４５６ ３４５

２３年 ７，６６５ ３５３

８，２７８ ３９０

７，５００ ３８０

概
　
要

１９年 ６，３８３ ７９

実 ２０年 １，９４２ １５９

２１年 ３，９７３ １７７

績 ２２年 ４，５７５ １２４

２３年 ４，８３１ １１７

４，３４１ １２２

４，７００ １１０

概
　
要

シ
　
ャ

　
コ
　
バ
　
サ
　
ボ
　
テ
　
ン

品
目

ア
　
ン
　
ス
　
リ
　
ウ
　
ム

　入荷量は６号中心に昨年並みか。単価面は前年同様に下がる見込み。中元シーズンが始
まり、６～８号が中心となるであろう。
　昨年８月の主要県の入荷実績(金額ベース）は、１位愛知県（９９．３％）、２位三重県
（０．６％）、３位岐阜県（０．１％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２４年見通し

５ヶ年平均

２４年見通し

バ

ラ

及

び

ミ

ニ

バ

ラ

　入荷量は減少か。花持ちの悪い時期に入る為、単価は厳しく売れ行きは低迷しそう。
　昨年８月の主要県の入荷実績(金額ベース）は、１位岐阜県（４０．１％）、２位愛媛県
（３５．３％）、３位山口県（１７．２％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は減少か。３．５号～８号の埼玉産が盆明けより中心となるが、４．５号～５号の単価は
厳しそう。単価の上がっている５号等の入荷比率が、注文・相対が中心となっている為、入荷量に
直接影響する事は必至である。
　昨年８月の主要県の入荷実績(金額ベース）は、１位埼玉県（７７．５％）、２位愛知県（２
０．８％）、３位茨城県（１．７％）となっている。

５ヶ年平均

２４年見通し

単位：鉢、円／鉢
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１９年 ５，３４０ ９５７

実 ２０年 ４，０００ ８２０

２１年 ５，９６３ ７７９

績 ２２年 ３，６０７ ８４２

２３年 ３，４００ ８００

４，４６２ ８４２

３，３００ ７９０

概
　
要

１９年 ９，９７３ ２８０

実 ２０年 １３，２５４ ２０８

２１年 ４，９２１ ２８４

績 ２２年 ７，１５６ ２６８

２３年 ７，０８１ ２３５

８，４７７ ２４８

７，０００ ２３０

概
　
要

１９年 ３５，９５９ ５６２

実 ２０年 ２３，７２４ ６２５

２１年 ２８，６４６ ５２２

績 ２２年 １９，０１９ ６５０

２３年 ２４，６４９ ６０３

２６，３９９ ５８５

２，３００ ６００

概
　
要

ド
　
ラ
　
セ
　
ナ
　
類

５ヶ年平均

ス
パ
テ
ィ

フ
ィ

ラ
ム

オ
　
ン
　
シ
　
ジ
　
ュ

　
ウ
　
ム

５ヶ年平均

２４年見通し

　入荷量は昨年並みか。サイズは小鉢を中心に４～６号がメイン。大鉢は厳しそう。主要品目は定
番のユッカ、マッサンがメインとなり昨年頃からドラセナ、ジュレも増えてきた。
　昨年８月の主要県の入荷実績(金額ベース）は、１位愛知県（６９．７％）、２位鹿児島県
（８．８％）、３位沖縄県（６．８％）となっている。

品
目
　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２４年見通し

　入荷量は昨年並みか。６号以上の作付減、小鉢、苗物は昨年と同様か。単価面では高値
は少ないと思われるが、平均的となるのではないか。
　昨年８月の主要県の入荷実績(金額ベース）は、１位愛知県（５３．３％）、２位三重県
（３９．２％）、３位岐阜県（７．５％）となっている。

２４年見通し

　入荷量はやや減少か。単価面では非常に厳しい状況が続く。出荷時はツボミ多めの固い
物でのご出荷を心がけて頂きたい。
　昨年８月の主要県の入荷実績(金額ベース）は、１位愛知県（５８．１％）、２位長崎県
（１７．１％）、３位山梨県（１４．８％）となっている。

単位：鉢、円／鉢
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１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 77,896 123.6 7,396,230 135.8 95 109.9 439,271 93 39,889,461 97 91 104.6

トマト 405 241.6 136,434 272.0 337 112.6 1,812 186 632,701 204 349 110.0

たまねぎ 27,896 119.5 1,131,889 127.3 41 106.5 153,193 77 5,480,181 60 36 77.3

にんにく 1,741 132.5 210,429 65.6 121 49.5 8,532 105 947,169 49 111 46.8

ねぎ 3,920 101.9 508,262 179.6 130 176.3 21,591 86 2,681,819 131 124 151.6

ブロッコリー 5,032 169.5 686,920 157.4 137 92.9 23,146 148 3,366,574 129 145 87.3

結球キャベツ 3,520 178.9 163,880 262.9 47 147.0 27,838 139 1,040,258 156 37 112.1

にんじん・かぶ 7,209 92.8 438,206 124.4 61 134.1 21,591 47 1,832,686 83 85 176.0

ごぼう 3,051 105.8 195,550 73.2 64 69.2 19,519 97 1,094,695 55 56 56.6

えんどう 292 188.6 97,838 256.7 335 136.1 1,531 153 568,357 214 371 139.9

アスパラガス 660 110.6 365,700 108.8 554 98.4 10,214 131 4,317,792 116 423 88.0

まつたけ - - - - - - - - - - - -

しいたけ 206 83.3 55,194 84.4 268 101.4 2,362 84 802,727 111 340 131.7

かぼちゃ 16,636 132.9 1,253,925 135.1 75 101.7 89,173 93 5,688,666 93 64 100.0

果実（生鮮・乾燥） 186,165 108.1 25,842,865 102.3 139 94.6 828,386 85 94,544,874 81 114 95.3

バナナ 108,066 109.6 7,729,818 101.3 72 92.4 456,840 83 29,547,360 79 65 94.7

パイナップル 17,595 131.0 1,063,842 134.6 60 102.8 67,983 93 3,965,703 94 58 100.9

レモン 4,328 96.1 543,598 106.6 126 110.9 19,758 85 2,245,918 87 114 103.3

オレンジ 8,019 88.6 806,826 92.1 101 104.0 60,978 99 5,760,170 98 94 99.5

グレープフルーツ 5,444 125.6 484,315 122.8 89 97.8 79,146 91 7,379,777 91 93 100.5

メロン 4,357 107.9 468,495 111.4 108 103.3 12,645 62 1,455,139 67 115 109.2

ぶどう 3,270 137.1 523,783 152.1 160 111.0 12,300 120 2,384,006 145 194 120.9

キウイ 10,681 76.0 3,801,354 86.3 356 113.6 20,180 49 6,964,644 54 345 110.1

いちご 41 177.1 30,851 172.7 757 97.5 101 166 74,244 156 734 94.2

切花（生鮮・乾燥） 3,176 138.5 2,508,337 162.4 790 117.3 18,224 101 13,763,905 108 755 106.5

鳥獣肉類 165,580 106.6 70,088,494 102.9 423 96.5 734,627 81 317,148,979 80 432 98.7

牛肉（くず肉含む） 42,249 105.1 18,439,024 107.1 436 101.9 194,266 79 81,774,973 79 421 100.2

豚肉（くず肉含む） 72,704 113.3 38,126,983 113.2 524 99.9 324,421 84 170,253,271 84 525 100.1

鶏肉 42,628 99.8 8,632,738 71.6 203 71.7 180,606 79 43,216,149 71 239 89.3

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 164,941 103.3 95,911,063 115.2 581 111.4 789,181 91 443,473,876 96 562 105.0

まぐろ類 19,850 535.5 15,893,916 3504.0 801 654.3 93,191 126 81,874,611 132 879 105.1

さば・さんま・あじ・いわし 2,411 58.9 515,110 80.9 214 137.3 43,590 115 7,919,794 125 182 108.4

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 86 226.4 72,810 176.9 846 78.1 2,085 20 1,119,768 32 537 165.5

うんしゅうみかん 2 95.7 2,706 93.3 1,415 97.5 115 78 69,399 72 603 92.0

りんご 68 263.3 34,906 308.5 510 117.1 1,810 18 804,040 27 444 150.6

なし - - - - - - 10 48 4,690 54 464 112.6

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 165,610 158.2 - - - - 978,164 100 - -

緑茶 176 81.2 343,858 68.5 1,952 84.4 853 74 1,857,017 80 2,176 107.2

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」

５ 月 ま で の 累 計

（２０１２年）

品 名
５ 月

主要農林水産物の輸出入実績
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全  国 平成22年＝100 
消費者物価指数 

愛知県 平成22年＝100 

 
農業物価指数 （平成17年＝100） 
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22年平均 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

 
 
 

 

 

 22年平均 101.9 93.9 115.0 119.4 99.8

24年 1月 99.6 106.3 113.5 99.9 103.2 24年 1月 109.2 99.9 131.8 140.2 97.5

2月 99.8 107.1 118.7 99.7 101.4 2月 111.7 99.4 137.4 143.5 97.9

3月 100.3 108.2 117.9 99.7 101.8 3月 114.8 97.4 145.2 130.8 97.7

4月 100.4 105.5 104.5 99.1 101.9 4月 108.9 97.7 116.8 127.6 98.1

全

 

国

 

5月 100.1 100.0 110.2 98.8 100.7 5月 103.3 99.6 118.3 124.0 98.9

22年平均 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0  

24年 1月 99.3 103.7 117.4 100.5 104.0 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

     2月 99.8 106.8 123.6 101.3 102.2  

    3月 100.5 107.4 123.8 100.3 101.9

4月 100.6 106.4 107.3 102.0 103.2

愛

知

県

 

5月 100.3 103.4 114.0 100.7 103.2

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 

名  古  屋  市  小  売  価  格 （円） 
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品目 

単位 

 

年 月 

 ５kg １kg 100g 1kg 

22年平均 2,236 158 172 603 419 313 142 314 203 510 615 201 447 

24年 1月 2,058 211 152 705 625 280 150 302 216 721 651 182 531 

2月 2,066 235 183 653 686 293 166 312 209 740 655 186 546 

3月 2,039 210 247 743 696 310 207 345 226 752 754 162 558 
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品目 

単位 

 

年 月 

１kg 100g １kg 100g １本 100g 

22年平均 604 312 382 143 254 682 603 162 166 326 223 752 479 

24年 1月 575 295 366 189 227 701 547 156 159 306 230 752 408 

     2月 645 293 381 195 217 821 536 161 168 322 231 763 399 

     3月 747 281 376 180 224 849 544 168 181 333 220 805 415 

4月  ― 247 351 142 216 903 554 153 179 315 230 830 404 

5月  ― 263 359 148 217 808 536 168 163 316 232 805 390 
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いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


